
 









 近年における国際情勢の変化と学術交流の発展によって、わ
れわれ歴史学研究者は東アジア各地域の文書館・図書館な
どに所蔵される一次資料に対し、以前とは比べられないほ
ど容易に接近できるようになった。さらに現地学界でも、あ
らたな歴史評価・研究動向がおこり、われわれの研究への刺
激となっている。ただ対象とすべき史料の量があまりに膨
大で、その実態を体系的に把握してはいない。また、個別の研
究が深化するとともに、より大きな視野のもとに、問題をと
らえなおし、分析枠組みを再検討することも必要である。さ
らに海外学界との共同研究、史料調査も、双方にとって、よ
り具体的で実りの多い形で推進しなければならない。
　本プロジェクトでは、このような研究状況を念頭におきな
がら、18世紀から20世紀初頭の東アジア世界各地域におけ
る社会の変容が、外部世界とどのように有機的に連関して
いたかという問題を中心にすえ、文書史料によりそれが
どこまであきらかにできるか検討する。東アジアに関する
史料と研究情報の開かれたフォーラムをめざしている。
毎回テーマをかえながら、海外からのゲスト・スピーカーも
まじえ、シンポジウム形式で研究会を開催し、また『東アジア
史資料叢刊』などの出版物も刊行している。
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